
ダム・発電関係市町村全国協議会 

理事会・定例総会合同会議 

  令和 7年 5月 21日（水） 

全国町村会館 2階ホール 

14 時 30 分～15 時 30 分 

開 会 

1. 会長あいさつ 

2. 来賓あいさつ 

   ダム・発電関係市町村等振興議員連盟会長   宮下 一郎 氏 

   資源エネルギー庁電力・ガス事業部長     久米  孝 氏 

   国土交通省水管理・国土保全局河川環境課長  小島  優  氏 

3. 議事 

(1) 報告第 1号 会務報告について 

(2) 議案第 1号 令和 6年度歳入歳出決算（案）について 

第 2号 令和 7 年度事業計画（案）について 

第 3号 令和 7 年度歳入歳出予算（案）について 

第 4号 令和 7 年度会費の負担基準等（案）について 

第 5号  ダム・発電関係市町村振興対策の充実・強化に関    

する要望（案）について 

第 6号 地域が主体となった小水力発電の導入に関する要

望（案）について 

(3) 地域のための小水力発電開発促進に向けた今後の活動について 

    (4) その他 

閉 会 
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報告第 1 号 

会務報告について 

 

令和 6年 4月 1日から令和 7年 3月 31日までの本協議会会務の概要を次の

とおり報告いたします。 

 

  



 
 

書面監査 

5 月 20 日(月) 

全国町村会館 

ホール A 

午後 2 時 30 分 

11月 12日(火) 

全国町村会館 

ホール 

午後 2 時 

Ⅰ 会議関係 

◆会議名 

日時・会場 
概 要 

◆会計監査会 1.令和 5 年度歳入歳出決算について 

令和 5 年度歳入歳出決算について、佐々木監事、山名監事、比

田勝監事により書面による会計監査が行われた。 

◆理事会・定例総

会合同会議 

 

[議 事] 

(1)報告第 1 号 会務報告について 

(2)議案第 1 号 令和 5 年度歳入歳出決算（案）について 

(3)議案第 2 号 令和 6 年度事業計画（案）について 

(4)議案第 3 号 令和 6 年度歳入歳出予算（案）について 

(5)議案第 4 号 令和 6 年度会費の負担基準等（案）について 

(6)「地域のための小水力発電に関する研究会」報告書（案）につ

いて 

・報告及び議案事項について、すべて原案どおり了承された。 

［出席者］ 

① 来賓  

ダム・発電関係市町村等振興議員連盟会長 宮下 一郎 氏 

資源エネルギー庁電力・ガス事業部長    久米  孝 氏 

国土交通省水管理・国土保全局河川環境課長 豊口 佳之 氏 

②理事 23 名（うち代理出席 2 名） 

◆理事会 1.政策説明 

 「水力発電にかかる現状・展望について」 
 一般財団法人新エネルギー財団 水力地熱本部長 小林雅一 氏 

2.議 事 
(1)議案第 1 号 役員の選任について 
(2)議案第 2 号「ダム・発電関係市町村振興対策の充実・強化
に関する要望」（案）について 
(3)その他 
 地域のための小水力開発に向けた今後の取組について 
・議案事項等について、すべて原案どおり了承された。 

［出席者］ 

   理事 15 名（うち代理出席者 2 名） 



 
 

Ⅱ 要請活動関係 

1．令和 6 年 6 月 11 日 

 6 月 11 日（火）、浜田正利会長（北海道新得町長）は「ダム・発電関係市

町村振興対策の充実・強化に関する要望」及び「地域が主体となった小水力

発電の導入に関する要望」の実現に向け、下記の通り要請活動を実施した。 

 （要請先） 

 ・宮下一郎  ダム・発電関係市町村等振興議員連盟会長 

 ・進藤金日子 ダム・発電関係市町村等振興議員連盟事務局長 

 ・森本 要  資源エネルギー庁電力・ガス事業部電源地域整備室長 

Ⅲ ダム・発電関係市町村等振興議員連盟 

1．合同勉強会（令和 6 年 5 月 20 日） 

   ダム・発電関係市町村等振興議員連盟の宮下一郎会長の挨拶に続き、

本協議会を代表して浜田会長が挨拶した。 

続いて、事務局より、令和 5 年 4 月に設置された「地域のための小水

力発電に関する研究会」での 5 回にわたる会議での議論及び現地視察を

ふまえて取りまとめた報告書（案）について説明した。また、研究会に

関わった宮川和芳早稲田大学基幹理工学部教授及び松尾寿裕鎮守の森コ

ミュニティ研究所経済連携研究員からの補足説明の後、意見交換を行っ

た。 

Ⅳ 地域のための小水力発電推進セミナー 

  令和 7 年 2 月 20 日（木）、全国町村会館 2 階ホールで、本協議会の初の

試みとして、地域主導の小水力開発の推進を図るため、行政、事業者、研

究者などを対象にした公開セミナーを開催した。 

プログラム  

■基調講演「地域のための小水力発電に関する研究会報告書」について 

 地域のための小水力発電に関する研究会委員 

 一般財団法人電力中央研究所 名誉研究アドバイザー 宮永洋一氏 

■政策説明「自治体主導による水力開発について」 

 資源エネルギー庁 省エネルギー・新エネルギー部  

 新エネルギー課係長（バイオマス・中小水力担当）  矢久保兼斗氏 

■講演①「地域における小水力開発の実情と課題」 

 京都大学人と社会の未来研究院 鎮守の森とコミュニティ経済連携研究員 

                          松尾寿裕氏 

 



 
 

■講演②「地域に適した小水力発電機器の開発について」 

 早稲田大学理工学術院教授・ターボ機械協会会長   宮川和芳氏 

■講演③「地域のための小水力開発における自治体の役割」 

 事業構想大学院大学教授              重藤さわ子氏 

■総合討論「地域のための小水力発電の推進をどう進めるか」 

 ◇進行役：重藤さわ子 事業構想大学院大学教授 

      松尾寿裕  京都大学人と社会の未来研究院・鎮守の森とコミュニティ

経済連携研究員 

      宮川和芳  早稲田大学理工学術院教授・ターボ機械協会会長 

      宮永洋一  一般財団法人電力中央研究所 名誉研究アドバイザー 

      吉岡一郎  中国高圧コンクリート工業株式会社取締役社長 
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議案第 2号 

令和 7年度事業計画（案）について 

1．会 議 

(1) 令和 7年 5月 21日（水） 理事会、定例総会、監査会（書面監査） 

(2) 令和 7年 10月 7日（火） 常任理事会 

(3) 令和 7年 11月 12日（水）理事会 

〈その他、必要に応じ開催〉 

2．令和 8年度政府予算対策 

ダム・発電関係施設等所在市町村の振興、発展をはかるため、関連施策等

にかかる会員市町村の意向及び社会的情勢をふまえ、要望事項の実現に向け

て、関係国会議員、関係府省等に対し要請活動を行う。 

3. 研究活動 

「地域のための小水力発電に関する研究会」報告書を踏まえ、地域が主体とな

る小水力開発事例のモデル地区を選び、有識者とともに小水力開発の推進に向

けて活動する。 

4．ホームページの活用と情報発信の強化 

(1)情報発信の場として、ホームページを運用する。 

(2)上記 2に関係する情報の収集に努め、会員市町村等へ提供する。 

5.  各種団体等との連携強化 

(1) 会員市町村の相互理解と協力体制の強化をはかる。 

(2) 都道府県支部・協議会と本部との連携強化をはかる。 

(3) ダム・発電関係市町村等振興議員連盟との連携強化をはかる。 

(4) 全国町村会をはじめ、関係団体との連携強化をはかる。 

 



 
 

議案第 3 号 

令和 7年度歳入歳出予算（案）について 

令和 7 年度ダム・発電関係市町村全国協議会歳入歳出予算は、次に定める

ところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、5,708 千円と定める。 

２．歳入歳出予算の款項の区分および当該区分ごとの金額は別表「歳

入歳出予算事項別明細」による。 

（一時借入金） 

第２条 一時借入金の借入最高限度額は、1,000 千円と定める。 

（歳出予算の流用） 

第３条 歳出予算の各項の経費の金額は、同一款内において流用できる

ものとする。 

 



（ 歳　入 ）

比　較

（増△減） 区　分 金　額

千円 千円 千円 千円

Ⅰ  会　費 4,376 4,456 △ 80

１  会　費 4,376 4,456 △ 80

(1)会費 4,376 521市町村

Ⅱ  繰越金 1,330 753 577

１  繰越金 1,330 753 577

(1)繰越金 1,330

Ⅲ  諸収入 2 2 0

１  諸収入 2 2 0

(1)預金利子 1

(2)雑収入 1

5,708 5,211 497

歳入歳出予算事項別明細

款 項　目 7年度 6年度

歳　入　合　計

節
説　　明



比　較

（増△減） 区　分 金　額

千円 千円 千円 千円

Ⅰ 会議費 1,860 2,010 △ 150

1  会議費 1,860 2,010 △ 150

(1)需用費 760 会議資料印刷費等

(2)役務費 200 通信運搬費等

(3)使用料及び 900 会場使用料等

    賃借料

Ⅱ 事務費 1,557 1,560 △ 3

1  事務費 1,557 1,560 △ 3

(1)需用費 50 事務用品等

(2)役務費 7 通信運搬費等

(3)負担金 1,500 全国町村会への

負担金

Ⅲ 事業費 2,290 1,640 650

1  事業費 2,290 1,640 650

(1)旅費 900

(2)需用費 1,200 印刷費, 議連関係費等

(3)役務費 40 通信運搬費等

(4)使用料及び 150 会場・車両使用料

    賃借料

Ⅳ 予備費 1 1 0

1  予備費 1 1 0

(1)  予備費 1

5,708 5,211 497

節
説　　明

（ 歳　出 ）

款

歳　出　合　計

項　目 7年度 6年度



 
 

議案第 4 号 

令和 7年度会費の負担基準等（案）について 

令和 7 年度会費の負担基準等は、次のとおり定める。 

記 

1．会費の負担基準 

(1) 均等割 

各市町村につき 4,000 円 

(2) 応能割 

各市町村の令和 6 年度の「電源立地地域対策交付金」（水力発電施設周

辺地域交付金相当部分）交付額を基準とし、次の区分による応能割額とす

る。 

〔電源立地地域対策交付金（水力発電施設周辺地域交付金相当部分）別応能割額〕 

交付金額別区分 応能割額 

(1) 交付金なし 

(2)  440万円以上～1,500万円まで 

(3) 1,500万円超 ～3,000万円まで 

(4) 3,000万円超 ～5,000万円まで 

(5) 5,000万円超 

0円 

4,000円 

9,000円 

14,000円 

19,000円 

2．納入期限 

令和 7 年 9 月末日迄 

3．納入方法 

都道府県支部が設置されている市町村にあっては都道府県支部を通じて

（送付先は所属の支部協議会となる）、設置されていない市町村にあって

は直接、みずほ銀行町村会館出張所の本会普通預金口座へ納入する。 



令和 7年 5月 21 日 

 

 

小水力開発における市町村協議会の取り組み状況について 

 

ダム･発電関係市町村全国協議会 

 

 令和 6年 5月に「地域のための小水力発電に関する研究会報告書」を取りまとめ

て以降、以下の内容に取り組んでいるところ。 

 

１．「小水力発電の推進に関する要望」活動の継続 

 

２．「地域のための小水力発電推進セミナー」の開催（R7.2.20） 

  ・当日の模様は、市町村協議会ＨＰで配信中 

  ・第 2弾の開催について検討中 

 

３．(一財)新エネルギー財団 水力開発の政策提言策定会合への参画 

  ・水力委員会作業部会に全国町村会として参画  

 

４．小水力開発モデル支援事業の推進 

 有識者との連携による開発モデルの創出に向けた支援事業を推進する 

(1)具体的な支援内容（案） 

  ①可能性地点の適示 

②開発中、構想中案件の仕様等の適正性等に関するアドバイス 

③コンサル委託時の留意点に関するアドバイス 

④自治体職員、地域住民等を対象とした出張講座の開催 

⑤その他 

 

(2)支援方法 

 ①現地訪問 

 ②オンライン 

 

(3)今後の予定 

 ①会員市町村のニーズを探る（開発の進捗状況、課題や相談したい内容等） 

 ②今夏以降、候補地点を選定し現地訪問等を実施 

 ③現地訪問等の結果等について情報共有を図る 
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